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これからの文化財の活用
多賀地区を例に
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熱海市に多い文化財

•重要文化財の美術工芸品（ＭＯＡ美術館）

•走湯山（伊豆山神社）に関する文化財

•市内全域にある石丁場（採石）遺跡

•鹿島踊が伝承されている

•近代別荘建築



史跡江戸城石垣石丁場跡（中張窪石丁場跡）



静岡県文化財保存活用大綱より



多賀地域の文化遺産について多賀地域の文化遺産について

•黒曜石から多賀間知石

（原始から近代まで石材の産地）

－地質と生業

•多賀里の荒堅魚、伊豆蜜柑、ヒマラヤ桜

－歴史ある漁業・農業と花

•多賀神社（祭祀遺跡）下多賀神社（経塚）鹿島踊

－聖地や信仰的要素

•黒曜石から多賀間知石

（原始から近代まで石材の産地）

－地質と生業

•多賀里の荒堅魚、伊豆蜜柑、ヒマラヤ桜

－歴史ある漁業・農業と花

•多賀神社（祭祀遺跡）下多賀神社（経塚）鹿島踊

－聖地や信仰的要素



熱海火山噴出物

魚見岬火山噴出物

流紋岩単成火山噴出物

下多賀火山噴出物

網代火山噴出物



上多賀の凝灰岩

曽我浦 遠景

白石採石跡 多賀神社境内石灯篭



多賀青石



多賀青石
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「寛永八年（1631）七月小林重定青石請取状」『岡本家文書』



雁木石



その他の石丁場跡

南ヶ洞･湯ヶ洞石丁場跡
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その他の石丁場跡

南熱海マリンホール裏



小山臨海公園内
刻印石展示場



その他の石造物
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新釜遺跡出土遺物
（下多賀神社周辺）

有頭石錘

大形台付甕
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多賀地区の花



多賀地区の花



多賀地区の花



多賀地区の花



多賀地区の花



聖地や信仰的要素



多賀神社境内 祭祀遺跡



下多賀神社経塚

参考 横須賀市衣笠城経塚出土品
文化遺産オンラインより

参考 都城市指定文化財
都城市ホームページより



鹿島踊



黒曜石

曽我青石→

中張窪・瘤木石丁場跡
市内最大規模の石丁場遺跡
大名の名前や年号が刻まれた
特に良好な部分が史跡指定されてい
る。

白子・地獄沢石丁場跡
中張窪石丁場跡の北側に な
ど、多種多数の刻印石が散在してい
る。

弁慶嵐石丁場跡
砂防ダム工事で発掘された矢穴石が
、ダムの側道脇に移設され、そこか
ら真鶴半島が見える。

日陰山・船洞石丁場跡
かじかわ公園奥の砂防ダムの山手に
刻印石が散在する。特に送電線付近
にある石材①は3ｍ×2ｍと比較的大
きく、「 」の刻印が確認できる。

南ヶ洞･湯ヶ洞石丁場跡
月見ヶ丘分譲地「此ノ石ヨリ南西
京極丹後守石場」の刻文
、砂防ダムに
挟まれた尾根の標高200mあたりに
、刻印や矢穴石がまとまって確認
南熱海が丘分譲地に散在

黒耀石から間知石、石造物
（原始より石材の産地）
－地質と石の文化

荒堅魚、伊豆蜜柑、ヒマラヤ桜
－歴史ある農林水産と植物



曽我浦青石

上多賀黒曜
石

多賀間知石

江戸城石垣石丁場

千人石
寺社の
石造物

刻印石
展示場

歌碑

荒堅魚→海産物加
工

伊豆蜜柑→橙

東浦路→紫陽花街道
長浜海浜公園

多賀神社
祭祀遺跡

下多賀神社
経塚

鹿島踊
水浴せ式



終わりに当たりまして

ご清聴ありがとうございました
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